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要旨　愛媛県松山市の道後姫塚の露頭から報告されている上部白亜系和泉層群の化石相のリスト
を，文献調査に基づいて作成した．これまでに，陸生植物化石 2 種および動物化石 39 種（亜種は
種として数えている）の産出が報告されていることがわかった．動物化石の内訳は，サンゴ類（花
虫綱）1 種，二枚貝類 22 種，アンモナイト類 4 種，腹足類（巻貝類）3 種，ウニ類 3 種，軟骨魚類
4 種，硬骨魚類（四肢動物を除く）1 種，および首長竜類 1 種であった．
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中生界の上部白亜系和泉層群は，東は本州の紀
伊半島から西は四国西部の愛媛県伊予市や大洲市
青島付近まで，南北方向に幅約 5 〜 20 km，東西方
向に長さ約 300 km にわたり細長く伸びて分布して
いる海成層である（小林，1931; 高橋，1983; 高橋
ほか，1990; 山﨑ほか，1996; 西村，2016）．和泉層
群の地質年代は，大型化石，微化石，およびジル
コンのフィッショントラック年代に基づき，後期
白亜紀のカンパニアン期（シャンパーニュ期）か
らマーストリヒチアン期（マーストリヒト期）に
およぶと推定されている（西村，2016）．愛媛大学
のある愛媛県松山市の周辺でも，和泉層群の分布
が確認されている（例えば，中川，1958; Nakagawa, 
1961; 堀越，1962; 原田，1965; 近藤，1967; 袋瀬，
1968; 高橋，1977, 1986; 高橋・鹿島，1981; 井出，
1982; 岡村ほか，1984; 山﨑，1987; 小玉，1990; 高
橋ほか，1991; 西村，1994; 山﨑・辻井，1994; 愛媛

県立博物館，1996; 愛媛県教育委員会文化財保護課，
2003）．

愛媛県松山市の道後姫塚（図 1–2）には，和泉
層群の最下位の地層が露出している（繫永・中
野，1967; 楠，1973; 井出，1982; 鹿島，1988, 1997; 
愛媛県教育委員会文化財保護課，2003）．この露
頭（世界標準測地系で，33°50′57.5″ N, 132°47′32.3″ 
E）からは，多くの種類の化石が産出することが
知られている（例えば，鹿島，1972a, b, c, d, 1988, 
1997; 楠，1973; 永井，1973; 野田・田代，1973; 松
本，1973; 上野ほか，1975; Uyeno et al., 1981; Uyeno 
and Minakawa, 1983; 田代ほか，1986）．しかし 1980
年代後半以降，長らくこの露頭から産出する化
石の研究はおこなわれてこなかった．ところが最
近，この露頭から首長竜類のエラスモサウルス科
の可能性が高い歯の化石が見つかり（佐賀ほか，
2022），さらなる中生代の大型爬虫類化石やその他
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図 1．道後姫塚に位置する和泉層群の露頭（赤クロス印）の位置図．国土交通省国土地理院の地理院地図
Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/，2023 年 9 月 25 日閲覧）を改変して作成．

の化石の産出の期待が高まっている．
道後姫塚に露出している和泉層群基底部の地質

年代について，野田・田代（1973）は，産出する
二枚貝化石相から，日本での地質系統・地質年代
区分（速水，1965; 松本，1965）におけるヘトナイ
世の前期の前半（速水，1965 でいうと，K6a の前
半にあたる）であると結論した．その後，田代ほ
か（1986）は，愛媛県西条市の和泉層群から産出
する二枚貝化石相との比較から，道後姫塚の和泉
層群基底部の年代を，カンパニアン期の半ば（約
8,000 万年前〜 7,400 万年前 ; Cohen et al., 2023）と
推定した．

ここでは，文献調査をおこなって，道後姫塚の
露頭から産出が報告されている化石の種類を調べ，
道後姫塚に露出する和泉層群基底部の化石相リス
トを作成した（表 1）．これを，今後の道後姫塚産
化石研究の一助としたい．文献調査の結果，道後
姫塚からはこれまでに 2 種の陸生植物化石および

39 種（亜種は種として数えている）の動物化石の
産出が報告されていることがわかった．動物化石
の内訳は，サンゴ類（花虫綱）1 種，二枚貝類 22 種，
アンモナイト類 4 種，腹足類（巻貝類）3 種，ウニ
類 3 種，軟骨魚類 4 種，硬骨魚類（四肢動物を除く）
1 種，および首長竜類 1 種である．

表 1 にある種のうち，その約 65％の種は，野
田・田代（1973）によって初めて道後姫塚から産
出報告がされている．野田・田代（1973）の二枚
貝化石リストの脚注 4 には，「上記二枚貝の外に，
Gaudryceras striatum 外，アンモナイト 2 種，巻貝
3 種，ウニ 3 種，陸生植物 2 種を識別した」と記
されている．ただし，その詳細は記述されていな
い．アンモナイト類については，野田・田代（1973）
によると G. striatum を除いて他に少なくとも 2 種
いることになるが，その後，楠（1973）および松
本（1973）によって G. striatum 以外にさらに 3 種
が報告されている（表 1）．したがって，ここで
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は，野田・田代（1973）の脚注 4 にある G. striatum
以外の 2 種については，楠（1973）および松本

（1973）によって報告された種のどれかに当たるも
のと考え，表 1 にさらにアンモナイト類の追加は
していない．腹足類（巻貝）3 種については，松
本（1973）が道後姫塚から報告している腹足類の
1 種を含めて 3 種と考え，残りの 2 種を Gastropoda 
indet. 1 および Gastropoda indet. 2 として表 1 に載せ
た．なお，松本（1973）は腹足類（巻貝）である
“Helcion giganteus” が道後姫塚から産出していると
したが，この種は，Hayami and Kanie (1980) により，
Gigantocapulus 属に分類されている．ウニ 3 種につ
いては，松本（1973）が道後姫塚から Niponaster 
hokkaidoensis に類似する 1 種を報告しているので，
残りの 2 種については，Echinoidea indet. 1 および
Echinoidea indet. 2 として表 1 に載せ，合計 3 種と
した．陸生植物 2 種については，land plant indet. 1
および land plant indet. 2 として表 1 に載せた．

野田・田代 (1973) による道後姫塚から産出した
二枚貝類の化石リスト中で，現在では別の種名の
シノニムであると考えられるものがある．Malletia 
obliquistriata については，Tashiro (1976) を参照し
て，Portlandia obliquistriata に修正した．Callistina 
(Larma) japonica（ 野 田・ 田 代，1973 の リ ス ト で
は Callistina を “Callista” と誤記載している）につ
いては，同じく Tashiro (1976) を参照して，Loxo 
japonica に 修 正 し た．Steinmannella (Yeharella) 
japonica については，Tashiro and Morozumi (1982）
を参照して，Yaadia japonica に修正したした．つま
り，田代ほか（1986）が道後姫塚からの産出として
報告した Y. japonica と同じものである．Inoceramus 
sp. cf. I. n. sp. from Misho については，愛媛県南部の
四万十川層群から産出した標本に基づいて新種記
載された，Inoceramus yuasai と同種である（Noda, 
1974; 田代ほか，1986）．Propeamussium aff. cowperi
については，Tashiro (1976) および Tashiro and Kozai 
(1981) を参照して，Propeamussium yubarense に修正
した．つまり，田代ほか（1986）が道後姫塚から
の産出として報告した P. yubarense と同じものであ
る．

表 1 の 種 の 中 で， 二 枚 貝 類 の Inoceramus 属
の種のうち，いくつかの種は別属に分類された

り，亜属名を使用されることもある（例えば，
以 下 の 文 献 を 参 照： 田 代 ほ か，1986; Takahashi, 
2005; 西村，2021）が，ここでは混乱を避けるた
め，Inoceramus 属のみを使用して亜属は使用しな
かった．Inoceramus balticus は道後姫塚から 2 亜種

（Inoceramus balticus balticus と Inoceramus balticus 
toyajoanus）が報告されている（表 1; 野田・田代 , 
1973; 田代ほか , 1986）．種数を数える際には種内の
これらの 2 亜種を別種として数えた．さらに，野田・
田代（1973）のリストにある Inoceramus sp. は道後
姫塚からの同属のその他の種とは別種として数え
た．

楠（1973）は，道後姫塚から産出したアンモナ
イト類の Tetragonites popetensis とされる写真を載
せた．ただし，注意書きで「松本達郎先生の御鑑
定による」と記しているので，ここでは，松本（1973）
にしたがって，Tetragonites sp. cf. T. popetensis とし
た．

永井（1973）は道後姫塚からサンゴ類（花虫綱）

図 2．道後姫塚にある和泉層群の露頭の写真．
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化石が産出していることを述べたが，その後の文
献では道後姫塚からのサンゴ類については述べら
れておらず，詳細は不明である．ここでは，coral 
indet. として表 1 に載せた．

上記の動植物化石合計 41 種のうち，道後姫塚
産化石の記載研究がなされているものは殆どな
く，大半が文献中のリストや本文中に簡単な記述
があるだけである（例えば，野田・田代，1973; 
松本，1973; 永井，1973; 田代ほか，1986; 佐賀ほ
か，2022）．一方で，鹿島（1972a, b, c, d, 1997）お
よび楠（1973）には，化石の写真の図示がある
が，記載研究はされていない．道後姫塚産化石で
記載研究があるのは，軟骨魚類 4 種および硬骨魚
類 1 種のみである（上野ほか，1975; Uyeno et al., 
1981; Uyeno and Minakawa, 1983）． 硬 骨 魚 類 1 種
は，Uyeno and Minakawa (1983) により，道後姫塚
から産出した標本に基づいて新種名（Eurypholis 
japonicus）が提唱された．今後は，道後姫塚産化石
の記載研究の進展が望まれる．
謝辞：本研究は，高校生を対象とした愛媛大学

グローバルサイエンスキャンパス（eGS）および
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）四国型
次世代科学技術チャレンジプログラム（SHIN-GS）
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eGSおよび SHIN-GS での活動に際して，愛媛大学
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表 1．道後姫塚にある和泉層群の露頭（図 1–2）から産出する化石相のリスト．

分頻群

Plantae 植物界

land plant indet. 1 

land plant indet. 2 

Animal ia 動物界

Cn i dari a 刺胞動物門

Anthozoa 花虫綱

coral indet. 

Mollusca 軟体動物門

Bi val v ia 二枚貝網

Nuculoida クルミガイ目

Nucu li dae クルミガイ科

Acila (Truncacila) hokkaidoensis 

Acila (Truncacila) sp. aff.A. (T.) shimojimensis 

Nuculanidae シワロウバイ科

Portlandia obliquistriata (= Malletia obliquistriata) 

Veneroida マルスダレガイ目

Astarti dae エゾシラオガイ科

Eriphyla japonica 
Venerida マルスタレガイ科

Loxo japonica (= Callistina (Larma) japonica) 

Pterio ida ウグイスガイ目

Inocerami dae イノセラムス科

Inoceramus ezoensis 

Inoceramus schmidti 

Inoceramus balticus balticus 

Inoceramus balticus toyajoanus 

Inoceramus yuasai (= Jnoceramus sp. cf./. n. sp. from Misho) 

Inoceramus elegans pseudosulcatus 
Inoceramus sachalinensis 

Inoceramus sp. 

Trig on i o i da サンカクガイ目

Trigon ii dae サンカクガイ科

Apiotrigonia crassoradiata 

Microtrigonia amanoi (= Apiaかigonia (Microtrigonia) amanoi) 

Microtrigonia imutensis (= Apiotrigonia (Microかigonia) imutensis) 

Order indet. 目未定

Yaadiajaponica (= Steinmannella (Yeharella)japonica) 

Arco i da フネガイ目

Glycymerididae タマキガイ科
Glycymeris (Glycymerita)japonica 
Glycymeris amakusensis 

Parallelodontiade シコロエガイ科

Nanonavis brevis (= Grammatodon (Nanonavis) brevis) 

Ostreo i da カキ目

Propeamuss idae ワタゾコツキヒ科

Parvamussium yubarense (= Parvamussium aff. cowperi) 
Pectinidae イタヤガイ科

Camptonectes sp. 

道後姫塚からの産出を示す文献

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973)

永井 (1973)

野田・田代 (1973), 鹿島 (1997)

田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973), 鹿島 (1997)

野田・田代 (1973), 松本 (1973), 鹿島 (1997)

田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973), 田代ほか (1986)

野田・田代 (1973)
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表 1．つづき．

分類群

Cephalopoda 頭足網

Ammono idea アンモナイト亜綱

Ammoniti da アンモナイト H

Gaudrycerati dae ゴードリセラス科

道後姫塚からの産出を示す文献

Gaudryceras striatum 野田•田代 (1973), 松本 (1973), 鹿島 (I 997) 

Scaphitidae スカフィテス科

Scaphites sp.楠（1973)

Tetragoniti dae テトラゴニテス科

Tetragonites sp. cf. T. popetensis (~ Tetragonites popetensis) 楠 (1973), 松本 (1973)

Diplomocerati dae ディフロモセラス科

Glyptoxoceras? sp.楠（1973)

Gastropoda 腹足綱

Order ind et. 目未定

Gigantocapuli dae ギガントカプルス科

Gigantocapulus giganteus (~ "Helcion giganteus”) 松本 (1973)

Family indet. 

Gastropoda indet. 1 野田・田代 (1973)

Gastropoda indet. 2 野田・田代 (1973)

Ech i nodermata 棘皮動物門

Ech i no i dea ウニ綱

Spatangoida? プンブク日？

Toxasteridae トグザスター科

cf. Niponaster hokkaidoensis 

Order ind et. 目未定

Echinoidea indet. 1 

Echinoidea indet. 2 

Chordata 脊索動物門

Vertebrata 脊椎動物亜門

Chondri ch th y es 軟骨魚網

Elasmobranchi i板鯉亜網

Hex an chi form es カグラザメ目

Hexanch i dae カグラザメ科

Hexanchus microdon (= Hexanchus cf. H. microdon) 

Synechodonti form es シネコドゥス目

Orthacodonti dae オルタコドゥス科

Orthacodus longidens 

Lamniformes 不ズミザメ目

Anacorac i dae アナコラックス科

Squalicorax sp. 
Lamnidae ネズミザメ科

Lamna appendiculata 

Osteichthyes 硬骨魚網（四肢動物を除く）

Actinopterygii条鰭亜網

Aulopiformes ヒメ目

Eurypholidae エウリフォリス科

Eurypholis japonicus 

爬虫鋼 Repti l i a

Ples iosauria 首長竜目

Elasmosauridae? エラスモサウルス科？

Elasmosauridae? indet. 

松本(1973)

野田•田代 (1973)

野田•田代 (1973)

上野ほか (1975), Uyenoetal.(1981) 

Uyenoetal.(1981) 

Uyeno et al. (1981) 

Uyenoetal.(1981) 

Uyeno & Minakawa (1983) 

佐賀ほか (2022)
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